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特
集 ～「大学教育の達成度調査」からみえてくるもの

大学総合教育研究センター

　大学総合教育研究センターでは、教育企画室の委託を受け、卒業生に対する大学教育の達成度に関する

調査を実施している。今年度は第 3回目にあたり、平成 23年 3月に平成 22年度の卒業生 3,101 名を対象

として実施し、1,936 名から回答をいただき、回収率は約 62％であった。特に今年度は東日本大震災の影

響で、卒業式を縮小した中で、調査の実施には各学部に多大な協力をいただいた。調査にご協力をいただ

いた各学部と学生のみなさんに御礼を申し上げる。また、関係者の皆様にも御礼を申し上げたい。

　この調査は、東京大学の教育・研究環境の向上を目的として、学生に、東京大学の学習環境、学習経験

や大学生活についてたずねるものである。調査結果は、大学総合教育研究センターで分析し、その結果を

東京大学の自己評価さらに教育研究の改善にさまざまな形で活用している。本報告書は、紙幅の関係で、

今回とくに、新たに学生の留学経験や国際経験に関する質問を多く行ったので、その部分を中心に報告する。

その他については、前２回と比較して、今後よりいっそうの分析を続け報告していく予定である。

　今回は３回目の試みであり、回収率は上昇しているものの、依然として学部によってかなりのばらつき

があり、全体の傾向としてみるためには留意が必要である。今後も、調査を改善し、来年度以降も実施し

ていくことになっている。本報告書に関しても、忌憚のないご意見をいただければ幸いである。また、引

き続き各学部と今年度卒業される学生諸氏の調査へのご協力をお願いしたい。

平成 24年１月

大学総合教育研究センター長

吉見俊哉

○アンケート送付日　　：平成 23年 3月 2 5日 ( 卒業式)
○送付数　　　　　　　：3,101 票（卒業者数）
○有効回答数　　　　　：1,936 票
○回収率　　　　　　　：62.4％ ( 回収率は、有効回答数 /卒業者数 で計算した )
※学部 ( 各学科 ) が、卒業式後の書類配布時に調査票を配布し、以下の Aおよび Bの方法で回答・回収した。A、Bとも
に記載のある学部は両者の併用。

　A.　自記による回答後、各学部が回収　( 法、工、文、理、農、経済、教育、薬 )
　B.　自記による回答後、大学総合教育研究センターに郵送　( 法、医、文、教養、教育 )

東京大学の教育
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Ｑ．あなたは、大学時代をつうじて、以下のような点を身につけたと思いますか。

　大学時代をつうじ

て、身につけた能力と

してあげられている

のは、「B. 問題を設定

して、体系的に分析す

る能力」「C. 論理的な

文章をまとめる能力」

「D. 自分の考えを人に

伝える能力」「E. 人間

関係をうまく保つ能

力」といった汎用性

在学時の学習機

会・経験として、

最も高く評価され

ているのは「A. 卒

業 論 文 / 研 究 を

行った」（82.5％）

「 B. 卒 業 論 文 / 研

究は自分にとって

意味があると思う」

（85.3％）で８割を

超えている。

　海外経験や語学

の高い能力で、いずれも「身についた」と「まあ身についた」を合わせて７割以上の学生が身につけたとし

ている。これに対して、あまり身についたと評価していないのは、「G. 外国語でコミュニケートする能力」で、

身についたとする学生は 33.0％で 3分の 1に満たない。ただし、「F. 外国語の論文や本を読む能力」につい

ては、65.9％と 6割以上の学生が身についたとしている。

学習などでは、「L.海外に行った経験がある」は 63.7％と６割を超えているが、「F. 学内の留学生とのつ

きあいがある」学生は 47.8％と半数以下で、「D. 東大で語学以外の英語による授業を受講した」学生も

29.6％にとどまっている。

Ｑ．在学時の学習機会・経験についてお聞きします。
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Ｑ． あなたはこれまでに留学をしたことがありますか。それはいつですか。

調査結果によると、長期留学（１

年以上）経験者は、さらに少なく

3.5％にとどまっている。左のグラ

フのように、そのうち東大入学以前

に経験した者の割合が63.3％と６割

を超えている。1、2年は 10％、3、

4年は 16.7％となっている。５、６

年生には長期留学経験者はみられな

い。

留学経験者の経験したプログラム

は、「海外の大学や会社などが募集

するインターンシップ・プログラム」

が 27.7％と最も多く、「東京大学が

紹介 /学内選考して派遣するプログ

ラム」が 11.9％、「指導教員等の紹

介で参加した私的プログラム」が

11.1％となっている。

短期留学（1年未満）をした時期

長期留学（1年以上）をした時期

調査結果によると、短期留学（１

年未満）経験者は、全体の 12.2％

と１割強にすぎない。左のグラフの

ように、そのうち 51.8％と半数以

上は、東大入学以前に経験している。

学年別には１年次が 6.3％、5年次

が 2.7％と少ないが、その他の学年

では 16％前後となっている。

留学プログラムの種類（複数回答）
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Ｑ． あなたは、在学中に TOEFL や TOEIC 等のテストを受験したことがありますか。また、点数はどのく

らいでしたか。

　調査結果によると、TOEFL 受験経験

者は全体の 22.1％となっている。左の

グラフのように、得点は 61 ～ 80 点

が 9.8％と最も高い割合になっている。

＊ TOEFL（BIT）は 120 点満点

　調査結果によると、TOEIC 受験経験

者は 42.9％と TOFEL 受験者と比べる

と約 2倍と高くなっている。左のグラ

フのように、得点は、601 ～ 800 点が

18.7％と最も高い割合を示している。

＊ TOEIC は 990 点満点

　語学テストの受験目的は「語学力を

確認するため」が 51.7％と最も多く

なっている。次いで、「就職に役立て

るため」28.6％、「大学院等の受験の

ため」28.5％で、「留学のため」は、7.5％

と少ない。

％

％

％
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大学総合教育研究センター　ホームページ  : http://www.he.u-tokyo.ac.jp/ 
問い合わせ：大学改革基礎調査部門　担当 : 小林・劉 ( 内線：22016) まで

Ｑ． 留学や語学学習についてお聞きします。

　「A.積極的に留学をしたいと考えていた」学生は、約３分の１（35.5％）であるが、留学や語学学習に

対する要望で最も多いのは、「D. コミュニケーションに力を入れた語学学習の機会を充実してほしい」で

７割以上（72.7％）である。次いで、「C. 留学生との交流機会を充実させてほしい」（60.8％）や「B. 留学

プログラム等の機会を充実させてほしい」（58.6％）が６割近くになっている。

　また、「E. 語学力の問題で留学をあきらめた」学生は、約４分の１（22.9％）である。さらに、「F. 経済

的な問題で留学をあきらめた」学生は、約３割（31.4％）、「G. 大学の年間スケジュールや大学院 /就職試

験が留学の妨げとなった」とする学生は、約４割（39.7％）となっている。また、「H. 後期課程の語学教

育は今のままでは不十分だ」とする学生も７割近く（69.4％）にのぼっている。

Ｑ． あなたは、次のような人と学問的な交流がありましたか。

　最も学問的な交流があった相手は、

「同輩」が約９割（91.0％）、次いで「先

輩」が８割強（83.2％）、「教員」が８

割（80.0％）となっており、「後輩」は

半数以下（48.8％）、「留学生・外国人」

は４割以下（38.5％）にとどまっている。
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　11月10日（木）柏キャンパスに「なんでも相談コーナー
柏分室」が開設され、このたび、武藤芳照理事（副学長）
揮毫の看板が完成した。
　なんでも相談コーナーは、2008年４月、本郷キャンパ
スの安田講堂２階に総合案内窓口として開設された。
2010年３月には、白金キャンパスに「白金キャンパスな
んでも相談室」が、そして2011年秋、柏キャンパスにも
上述のとおり分室が開設された。
　なんでも相談コーナーは、「予約なし」「相談内容に限
定なし」で悩み等を受け止め、必要に応じて専門窓口に
繋ぐという役割を果たしている。
　この欅の看板は、大学院農学生命科学研究科附属演習
林千葉演習林からご提供いただいた。

写真左から、中丸典子相談員、上田卓也新領域創成科学研究
科長、武藤芳照理事（副学長）、古田元夫学生相談ネットワーク
本部長、富田靖博教育・学生支援部長、福井諭相談員

一般ニュース

一般

学生相談ネットワーク本部

なんでも相談コーナー柏分室開設

■なんでも相談コーナー柏分室
　開 室 日：当面の間、毎週木曜日
　開室時間：10時～17時
　場　　所：新領域基盤棟２階２Ｂ５室
　連 絡 先：04-7136-4129

写真左から、福井相談員、加藤喜子相談員（室長）、中丸相談員

　12月７日（水）、武田先端知ビルにて、東京大学産学
連携協議会の会員を対象とした第22回科学技術交流
フォーラムが開催された。産学連携協議会は2005年に東
京大学と産業界との産学連携推進のプラットフォームと
して設立された組織で、2011年７月現在で、企業や団体
の会員数は725社となっている。
　冒頭、保立和夫産学連携本部長から、科学技術交流
フォーラムの開催趣旨にふれた開催挨拶があった。「協
議会は、東京大学と産業界とが一緒に社会に寄与する価
値創造を行う、『知の共創』の場である。また、フォー
ラムを契機として、産業界と東京大学の英知が結集され、
最適な産学のパートナーシップを築き、具体的な連携活
動が開始されることを期待している」とのことであった。
　次に、松本洋一郎理事（副学長）から挨拶があり、「日
本の資源調達は極めて重要な課題がある」ことが示され
た。
　そもそも資源の乏しい日本にとって、資源の調達が極
めて大きな課題である。さらに、世界の一部に遍在する
資源の獲得競争はますます激化が予想される。今後は途
上国のさらなる経済発展が見込まれ、輸出国の情勢等に
より原材料が日本に入りにくくなることが懸念される。
　基幹資源である金属やその化合物を長期的にかつ安定
的に日本の産業界に提供するためには、産学官が連携し
て以下の４課題について多角的に取り組む必要がある。
すなわち、①供給源の多様化、②備蓄を含む資源循環の
明確化、③精錬を含む3R（リデュース、リユース、リ
サイクル）技術の開発、④代替材料や新規材料の開発で

一般

産学連携本部

「金属資源循環の課題と安定供給に向けて
―資源クライシスに備えて―」
―第22回科学技術交流フォーラム開催―
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ある。今回のフォーラムは、そのような観点から開催さ
れたものである。
　保立本部長はその挨拶の中で「これらの４課題に取り
組み、長期にわたる持続可能な『ものづくり国家、日本
にふさわしい資源戦略』を展開していく必要がある」と
指摘した。また、松本理事（副学長）は「産官学政が一
丸となった、戦略的な研究開発が極めて重要である」と
主張した。
　続いて、星野岳穂氏（経済産業省製造産業局非鉄金属
課長）による「レアアースをめぐる最近の動向と今後の
課題」と題した特別講演があった。講演では、中国のレ
アアース輸出数量管理（生産規制も含む）、輸出価格の
高騰と内外価格差、経済産業省の中国政府への働きかけ
やレアアース等の鉱物資源対策などが報告され、「レア
アースのサプライチェーンを見ると日本の強みは素材分
野と考えており、引き続き、代替材料や使用量軽減のた
めの技術開発を推進する」とのことであった。

基調講演を行う岡部徹教授

　岡部徹教授（生産技術研究所サステイナブル材料国際
研究センター）による基調講演では、「レアメタルの資
源問題と対応」と題した報告があった。その中でレアメ
タルの採掘や製錬では、経済合理性を追求すると自然環
境を大きく破壊することが示された。また、「現在の社
会システムの最大の問題点は、レアメタルをはじめとす
る地球が生んだ“奇跡”の産物である鉱物資源の評価が
あまりにも低い点にある。そのため、タダ同然で採掘さ
れ、消費されている。鉱石が本来有するバリュー・オブ・
ネイチャについて真剣に考えるべきである」との主張が
あった。
　佐川眞人氏（インターメタリックス㈱代表取締役社長）
の招待講演では「ネオジム磁石と資源―10万t/年の巨大
需要に向かって―」と題した報告があった。旧住友特殊
金属㈱所属時に佐川氏はネオジム磁石(Nd-Fe-B系磁石)
を開発しており、当時の開発秘話や材質特性などの紹介
があった。また、インターメタリックス㈱を設立された
後の研究として新しい焼結法による使用量軽減技術等に
ついて報告があった。「将来、開発した技術を自動車な
どの産業に供給したい」とのことであった。

資源問題に対しての関心が高く、活発な質疑応答が行われた

　ほかに、前述の①～④の各分野において第一線で活躍
する学内研究者から最新の報告が行われた。加藤泰浩准
教授（工学系研究科 システム創成学専攻）からは、講
演１「新しい海底鉱物資源“レアアース資源泥”の発見
とその開発可能性」において、①供給源の多様化に関す
る報告があった。醍醐市朗特任准教授（工学系研究科 
マテリアル工学専攻）からは、講演２「人工物圏（社会）
における物質循環の“見える化”」において、②備蓄を
含む資源循環の明確化に関する報告があった。森田一樹
教授（生産技術研究所サステイナブル材料国際研究セン
ター）からは、講演３「鉄、シリコンの精錬技術」にお
いて、③精錬を含む3R技術の開発に関する報告があっ
た。長谷川哲也教授（理学系研究科 化学専攻・神奈川
科学技術アカデミー兼務）からは、講演４「ITO（酸化
インジウムスズ）代替透明導電材料の開発」において、
④代替材料や新規材料の開発に関する報告があった。詳
細については下記URLを参照していただきたい。
　今回は、学内外研究者も含め多種多様な産業分野から、
約200名の参加があり、活発な質疑が行われた。これま
での21回のフォーラムと比較して事前予約者の多くにご
出席いただき、この分野への関心の高さが窺われる。本
フォーラムが、資源問題に対しての東京大学産学連携協
議会の会員の情報交換の場として活用され、課題解決に
向けた歩みが進められたものと確信する。
URL：http://www.ducr.u-tokyo.ac.jp/jp/kyogikai/
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　12月21日（水）に平成23年度東京大学本部・工学系等
合同防災訓練を実施した。今回は、部局との連携を課題
とし、工学系等の学生（約2,000人）及び教職員の協力
を得るとともに、障害のある学生・教職員が円滑に避難
できるよう、バリアフリー支援室とも連携して大規模な
訓練となった。
　首都直下型地震が発生したという想定の下、避難訓練
及び安否確認訓練が行われ、引き続き、災害対策本部活
動訓練が行われた。
　災害対策本部活動訓練には、濱田純一総長をはじめ、
役員全員のほか、多くの本部教職員が参加した。山上会
館に災害対策本部を設置するにあたり、建物の応急危険
度判定訓練が行われた後、総長が災害対策本部の設置を
宣言した。
　役員等で編成された災害対策本部員による意思決定訓
練のほか、教職員約100名が総務・広報班、警備誘導班、
物資調達班、施設環境班の４班に分かれ、それぞれ各部
局への情報収集訓練、避難誘導支援、立入禁止措置、物
資配給訓練、インフラ確認訓練等を行った。また地震に
より停電・断水・負傷者が発生したという想定で、電源
車、災害対策用トイレの設置、応急処置訓練等も行った。
　訓練終了後、濱田総長、全理事、北森武彦工学系研究
科長、萩谷昌己情報理工学系研究科長より意見・感想が
述べられた。部局との連携訓練の結果、決定から指示が
部局本部へ伝達されるまでのタイムラグなど様々な課題
が浮き彫りになった。また、意思決定訓練も３回目とな
りよりスムーズに動けるようになったこと、英文での広
報の体制が追加されたことなどが評価された。

対策本部内の各班の様子

一般

本部環境安全課

本部防災訓練を実施

対策本部意思決定訓練の様子

工学系等 災害対策本部の様子

　救援・復興支援室では、持続可能な形でのボランティ
ア活動支援の一環として「被災地のニーズに対応した学
生による学習支援活動への支援」を進めている。このた
び、岩手県陸前高田市教育委員会等が主催する被災児
童・生徒を対象とした学習支援事業「学びの部屋」に協
力し、年末・年始の期間において学習支援ボランティア
活動の支援を実施した。
　年末グループのＡ班７名（学部学生５名、大学院学生
２名）は、12月26日（月）～29日（木）の３泊４日の日
程で、陸前高田市内の３箇所の小・中学校を利用して開
催される「学びの部屋」において、冬休みの宿題や模擬
試験問題等に取り組む中学生（延べ78名）の学習サポー
ト活動を行った。
　また、年始グループのＢ班９名（学部学生５名、大学
院学生４名）は、１月６日（金）～９日（月）の３泊４
日の日程で、英語検定に向けての講座「英語の部屋」や
Ａ班同様の冬休みの宿題等に取り組む中学生（延べ93名）
の学習サポート活動を行った。
　この学習支援ボランティア活動は、今後も継続して実

一般

救援・復興支援室

被災地における学習支援ボランティ
アの活動報告
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施する予定である。

生徒たちの学習を支援する学生の様子

　１月11日（水）、学生相談ネットワーク本部主催講演
会「博士課程・ポスドクのキャリアパスを拓く」が小柴
ホールにて開催され、100名を超える来場者があった。
　武藤芳照理事（副学長）、古田元夫学生相談ネットワー
ク本部長による挨拶に続き、体験者の立場から、博士課
程出身者の濡木融氏、遠藤摂氏にご自身のキャリア選択
の経験談を、支援者の立場から、人材育成に力を注いで
こられた山村力先生（東北大学高度技術経営人材キャリ
アセンター・副センター長）に人材育成に関するお話を、
それぞれうかがった。質疑応答では、キャリアパスに悩
む大学院生からの質問が多数あり、有益な講演会となっ
た。

一般

学生相談ネットワーク本部

講演会「博士課程・ポスドクのキャ
リアパスを拓く」を開催

ディスカッション風景

08_14_ニュース_1422_CS4.indd   11 12/02/22   17:34



12 No.1422   2012. 2. 23

部局
ニュース

部局
バリアフリー教育開発研究センター主催
公開研究会「障害・クィア・シティズン
シップ」開催

大学院教育学研究科・教育学部

　１月19日（木）、教育学研究科附属バリアフリー教育
開発研究センター主催による公開研究会「障害・クィ
ア・シティズンシップ」が開催された。同センターは
2009年の設立以降、同年６月の市民公開フォーラム「教
育のバリアフリー、そしてバリアフリーの教育」、2011年
２月の国際シンポジウム「人と人との間のバリアフリー」
という２度の大きなイベントを開催してきたが、今回は
それらの中で提起された論点を深め、学術的課題を整理
するための企画として公開研究会が開催された。当日は、
障害領域、クィア領域の双方から研究者と活動家が計52
名参加し、熱のこもったディスカッションが交わされた。
　研究会では、白石さや教授（同センター長）の開会挨
拶の後、まず星加良司講師（同センター）から、「障害者」
と「性的マイノリティ」というカテゴリーの概念的な類
似性と、それらに対して働く規範の抑圧的な機能を今日
の社会状況との関連で考察することの必要性について論
点整理がなされ、研究会における課題設定の意義が説明
された。それを受けて、カレン・ナカムラ准教授（イェー
ル大学）から「トランス／ディサビリティー―比較人類
学の視点から見る障害、クィア、性同一性障害の現代的
運動」と題する講演があり、日米の障害者運動とトラン
スジェンダー運動の歴史と特徴について紹介した上で、
障害研究とジェンダー／セクシャリティ研究の知見を交
差させることによって、双方の分野により豊かな発見や
洞察がもたらされることを、具体的な事例を通じて明ら
かにした。
　その講演に対し、清水晶子准教授（大学院総合文化研
究科）によるクィア理論研究の立場からのコメントがあ
り、現在の日本において障害研究とジェンダー／セク
シャリティ研究の交差を模索、展開するに当たっての課
題と論点の提示がなされた。その後フロアから、出産に
対する優生学的視点への洞察の重要性、多様性を肯定す
る論理の在り方、ケアプロバイダーの中のセクシャルマ
イノリティ問題等に関わる様々な意見が提出され、活発
な議論が行われた。研究会は、野崎大地教授（同センター
運営委員）の総括的な挨拶をもって、盛況のうちに閉会
した。
　同センターでは、今後もバリアフリー教育の実践的な
研究開発を実施するほか、バリアの社会―文化的な生
成メカニズムについての理論的な探求を目的として、

様々な領域の研究者や市民とともに知的交流を行う場を
設けていく予定である。
　バリアフリー教育開発研究センターのサイト：
http://www.p.u-tokyo.ac.jp/cbfe/

課題設定の意義を説明する星加講師

熱く講演をされるカレン・ナカムラ准教授

ディスカッションが活発に交わされる様子
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部局
「魔法のふでばこプロジェクト」成
果報告会開催・タブレットPCで障
害児の学習を支援

先端科学技術研究センター

　タブレットPCを使って障害児の学習を支援する「魔
法のふでばこプロジェクト」の成果報告会が１月21日
（土）、先端科学技術研究センター（中野義昭所長）で開
かれ、全国の特別支援学校の教員や企業関係者など約
200人が参加した。
　魔法のふでばこプロジェクトとは、先端研の中邑研究
室（中邑賢龍教授・人間支援工学）とソフトバンクグルー
プ、NPO法人e－AT利用促進協会が、特別支援学校に
タブレットPCのiPadを無償で貸し出し、学習支援を行
う事例研究プロジェクト。昨年４月から18都府県の34校
に計100台を貸し出している。報告会では、各校の担当
者が集まり、実際の教育現場の活用事例を紹介した。

全国の特別支援学校の担当者が事例発表を行った

　島根県安来市立赤江小学校の担当者は、iPadを導入後、
知的障害を持つ児童が漢字を調べる機会が増え、使用す
る漢字の数が増えた例などを報告。「辞書で調べること
が難しい子どもにとって、机の上で簡単に検索できる効
果は大きい」と語った。
　香川県立高松養護学校の担当者は、教科書や本のペー
ジをめくるのに苦労していた肢体不自由の児童が、iPad
でデジタル教材を使うことで、わずかな指の力でページ
をめくれるようになったと報告。「字を書くのにも時間
がかかっていたが、iPadを使うと指一本で記録できるよ
うになり、以前よりも考えることに時間を使えるように
なった」と紹介した。
　中邑教授は報告会の前に「これからの特別支援教育」
をテーマに基調講演を行い、「タブレットPCを使うこと
で、素晴らしい実践がたくさん出てきた。これからも障
害のある子どもが能力を発揮できるような方法を模索し
ていきたい」と話した。

基調講演で特別支援教育について語った中邑教授

全国から集まった教員らで会場は満席になった

部局
留学生懇談会の開催
大学院教育学研究科・教育学部

　大学院教育学研究科・教育学部では、１月25日（水）
に留学生懇談会を開催した。山上会館地下一階の「御殿」
で行われ、教職員・留学生等を合わせて約50名が出席
した。
　藤村宣之教授（国際交流委員会委員）の司会で進行し、
冒頭の大桃敏行学校教育高度化専攻長（市川伸一研究科
長代理）による開会の挨拶では、昨年度末に起きた東日
本大震災を乗り越え日本で勉学を続ける留学生・日本人
学生・教職員一同とともに無事に留学生懇談会を開催で
きたことへの喜びと、研究科に在籍する留学生数（平成
24年１月現在、63名）や国際交流室リニューアルにも表
れた教育学研究科・教育学部における国際化の動きへの
喜びが語られた。乾杯の後、歓談を挟んで、10月から研
究科に仲間入りした新入留学生（外国人研究生の李彤朝
さん）と外国人客員研究員（王国輝さん）の自己紹介が
行われた。
　歓談に続き、李彤朝さんによる中国茶の紹介と実演が
行われた。使われた中国茶、茶器、茶道具はすべて李さ
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んがこの日の為に用意したもので、希望者が実際に中国
茶を試飲し、器に移った香りを楽しんでからお茶を口に
含むといった独特の中国茶の飲み方を体験した。

中国茶の飲み方についての説明受ける参加者

　実演が終わった後でもなお、実演を行った李さんの周
りを参加者が囲み、試飲したり中国茶の文化について質
問したりと、お茶をきっかけに異文化についての理解を
深めるたいへん有意義なひとときとなった。
　半年に一度行われるこの留学生懇談会では、今回も留
学生・日本人学生・教職員がリラックスした表情でテー
ブルを囲み、部屋のあちこちで楽しそうな笑い声が上
がっていた。
　恒吉僚子教授（国際交流委員会委員長）による閉会の
挨拶では、日本人学生・留学生を問わず世界的に活躍で
きる国際的人材育成への期待が高まっている現状を踏ま
え、教育学研究科・教育学部も学生への支援を続け、学
生の活躍の場を広げていきたいとの抱負が述べられ、一
同がその想いを新たにした。

参加した留学生達

08_14_ニュース_1422_CS4.indd   14 12/02/22   17:34



岩手県大槌町の大気海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センターのすぐ目の前に、蓬莱（ほうらい）島という小さな島
があります。井上ひさしの人形劇「ひょっこりひょうたん島」のモデルともされるこの島は、「ひょうたん島」の愛称
で大槌町の人々に親しまれてきました。ひょうたん島から毎月、沿岸センターと大槌町の復興の様子をお届けします。

◆明日に架ける橋　Bridge Over Troubled Water　― 復興を目指す町のランドマーク ―

国際沿岸海洋研究センター専門職員・川辺幸一です。震災後しばらく柏キ
ャンパスで勤務していましたが、2012年２月からまた大槌に戻っていま
す。復興に向け、日々変化を遂げる大槌町のローカルな話題を紹介します。

designed by deema
制作：大気海洋研究所広報室（内線：66430）

大槌発！ 第2回

今回ご紹介するのは、「シーサイドタウン マスト」 さんです。
沿岸地区最大のショッピングセンターとして大槌町のランドマーク的な施設でしたが、他の建物
と同様、津波により全壊の被害を受けました。しかし、早期再開を望む町民の期待に応え、2011
年12月22日に営業を再開。テナントとして、スーパー、ホームセンター、銀行、エステサロン、
美容室、書店、飲食店など、45店舗の専門店が出店しています。
施設内には広いコミュニティースペースもあり、大人だけでなく子供達の姿も多く見かけます。
交流の場としての機能もはたしており、大槌町復興のシンボルとなり得るのではないでしょうか。
この施設の復活により、大槌町の生活レベルが格段に向上したことは間違いありません（あくま
でも被災地レベルでの話ですが）。施設内を歩き回っていると、一瞬、被災地にいることを忘れ
てしまうような感覚を覚えますが、一歩外へ出て町中を見渡せば、そこには津波の大きな爪痕が
残る風景が広がり、そのギャップに愕然とするのです。
ともかく、一歩一歩ではありますが、確実に復興へと進んでいる大槌町でした。

　国際沿岸海洋研究センターでは、海洋物
理学と気象学の2つの共同利用シンポジウ
ムからなる通称「大槌シンポジウム」が、
1981年以来毎年、主に夏休みの時期に開
催されてきました。このシンポジウムは日
本東方海域および東北地方をメインに広く
北太平洋を対象とする海洋物理・気象研究
の発表、討論、情報交換の場となってきま
した。また、伝統的に大学と官庁の研究者
間の貴重な交流の場となってきました。
　私はたまたま2010年度と2011年度の海
洋パート世話人を務めており、2010年の
夏、例年通りシンポジウムを開催した後、
「また来年も大槌で会いましょう」と言っ
て他の参加者と別れました。その半年後、
東日本大震災が起こり、私は慣れ親しんだ
大槌の町が壊滅的な状態となっているのを
学術研究船白鳳丸船内のテレビで見て、た

だ茫然としていました。
　震災後、全国の研究者仲間から大槌の安
否を気遣うとともに大槌シンポジウムの存
続を願うメールを頂き、シンポジウム開催
の検討を始めました。その結果、大槌町か
らは大変な状態であるにもかかわらず全面
的なご協力を頂き、シンポジウム会場（大
槌町役場 中央公民館）および宿泊場所（大
槌町役場 浪板交流促進センター）をお借
りして、2011年11月11～13日に無事開催
することができました。テーマは、海洋パ
ートが「黒潮・親潮続流域の循環と水塊過
程」、気象パートが「北日本を中心とした
降水・降雪特性に関わる海洋大気陸面過
程」でした。
　今回も全国各地から両シンポジウム合わ
せて50名の参加、27件の講演があり、例
年通りのリラックスした雰囲気のなか、熱

い議論が交わされました。また、夜には浪
板交流促進センター近くの食堂「さんずろ
家」にて懇親会が催され、さらに浪板交流
促進センターでの2次会が夜遅くまで続く
など、研究者間で大いに交流を深めました。
　参加者の多くは、これまでにもこのシン
ポジウム等で何度も大槌を訪れており、初
日は変わり果てた大槌の町の姿を眺めて文
字通り言葉を失っていました。しかし、開
会のご挨拶を頂いた高橋浩進副町長も述べ
られた通り、研究内容とは直接関係のない
大槌の地に私たち海洋・気象研究者が来て
研究集会を行うことは、大槌町の活性化の
ために少なからぬ意義を持っているはずで
す。ぜひ来年度以降もこのシンポジウムを
大槌の地で続け、これまで以上に盛り上げ
ていきたいと思っています。

岡 英太郎（大気海洋研究所海洋物理学部門准教授）
被災地大槌での共同利用シンポジウム開催

【写真】宿泊場所の浪板交流促進センターにて
【背景写真】大槌駅にて
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Relay Column

25

Ⅱ

日本・アジアに関する教育研究ネットワーク（ASNET機構）
は、アジアのことを広く、深く知りたい学生の皆さんに研
究科等横断型「日本・アジア学」教育プログラムも実施し
ています。詳しくは下記のURL：

http://www.asnet.u-tokyo.ac.jp/
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　学内広報では、今年度末をもって本学を退職される
方々の最終講義のお知らせを掲載します。

大学院医学系研究科・医学部

菅田　勝也　教授
（健康科学・看護学専攻　看護管理学分野）
日時：３月５日（月）15：30～17：00
会場：医学部本館 大講堂
演題：「看護管理、評価と改善」

藤田　敏郎　教授
（腎臓・内分泌内科）
日時：３月６日（火）14：00～15：00
会場：鉄門記念講堂（医学部教育研究棟14階）
演題：「腎と高血圧とともに歩んだ30年」

村嶋　幸代　教授
（健康科学・看護学専攻　地域看護学分野）
日時：３月８日（木）15：00～16：30
会場：医学部２号館本館大講堂
演題 ：「地域を看護する－個へのケアとシステムづくり

－」

甲斐　一郎　教授
（公共健康医学専攻　老年社会科学分野）
日時：３月９日（金）15：30～16：30（開場15：00）　
会場：鉄門記念講堂（医学部教育研究棟14階）

お知らせ
お知らせ

退職教員の最終講義

演題：「医学部における社会科学」

武谷　雄二　教授
（生殖・発達・加齢医学専攻　産婦人科学講座　生殖内
分泌学分野）
日時：３月19日（月）15：30～17：00
会場：鉄門記念講堂（医学部教育研究棟14階）
演題 ：「エストロゲン　― 誰もが知っている不可解なホ

ルモン ―」

三品　昌美　教授
（機能生物学専攻　薬理学講座　分子神経生物学部門）
日時：３月26日（月）12：50～13：50 
会場：鉄門記念講堂（医学部教育研究棟14階）
演題：「シナプス制御分子から脳と心へ」

谷口　維紹　教授
（病因・病理学専攻　免疫学講座　免疫学部門）
日時：３月26日（月）13：50～14：50
会場：鉄門記念講堂（医学部教育研究棟14階）
演題：「免疫学の展望」

岡山　博人　教授
（分子細胞生物学専攻　生化学分子生物学講座　分子生
物学部門）
日時：３月26日（月）15：00～16：00
会場：鉄門記念講堂（医学部教育研究棟14階）
演題 ：「私の研究系譜

－Technology・Technology・Technology」

清水　孝雄　教授
（分子細胞生物学専攻　生化学分子生物学講座　細胞情
報学部門）
日時：３月26日（月）16：00～17：00
会場：鉄門記念講堂（医学部教育研究棟14階）
演題：「リン脂質代謝と脂質メディエーター」

大学院工学系研究科・工学部

新井　民夫　教授
（精密工学専攻　精密情報システム工学講座） 
日時：３月２日（金）15：00～16：30
会場：工学部２号館１階213号大講義室
演題：「モノの組立からサービスの組立へ」

飯塚　悦功　特任教授
（化学システム工学専攻）
日時：３月２日（金）15：00～17：00
会場：工学部５号館51号講義室
演題：「品質、この深遠なる概念に魅せられて」
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小宮山　眞　教授
（化学生命工学専攻）
日時：３月９日（金）15：00～17：00 　 
会場：工学部５号館51号、52号講義室
演題：「化学とバイオの接点を求めて」

前田　康二　教授
（物理工学専攻）
日時：３月９日（金）14：00～15：30
会場：工学部６号館63号講義室
演題：「日暮れて」

土井　正男　教授
（物理工学専攻）
日時：３月９日（金）16：00～17：30 
会場：工学部６号館63号講義室
演題：「高分子物理からソフトマター物理へ」

笠木　伸英　教授
（機械工学専攻　機械物理工学講座）
日時：３月16日（金）15：00～17：00
会場：工学部２号館１階213号大講義室
演題：「熱流体工学から社会のための科学へ」

大学院人文社会系研究科・文学部

盛山　和夫　教授
（社会文化研究専攻　社会学講座）
日時：３月７日（水）15：00～17：00
会場：文学部一番大教室（法文二号館）
演題：「理論社会学の可能性をめぐって」

西村　清和　教授
（基礎文化研究専攻　美学芸術学講座）
日時：３月９日（金）15：00～16：30
会場：文学部一番大教室（法文二号館）
演題：「美学＝感性学における快と感情」

大学院理学系研究科・理学部

山形　俊男　教授
（地球惑星科学専攻　大気海洋科学講座　気候力学分野）
日時：３月１日（木）16：00～17：30
会場：小柴ホール（理学部１号館中央棟２階）
演題：「気候力学との４０年」

青木　健一　教授
（生物科学専攻　人類科学大講座）
日時：３月８日（木）16：00～17：30
会場：理学部２号館講堂
演題：「旧人・新人の文化の相違と交替劇」

棚部　一成　教授
（地球惑星科学専攻）
日時：３月８日（木）15：30～17：00
会場：小柴ホール（理学部１号館中央棟２階）
演題：「進化古生物学への道」

岡村　定矩　教授
（天文学専攻）
日時：３月12日（月）16：30～17：30 
会場：小柴ホール（理学部１号館中央棟２階）
演題：「銀河天文学と観測的宇宙論 －木曽から世界へ－」

松本　良　教授
（地球惑星科学専攻　地球生命圏科学　地圏環境進化学
分野）
日時：３月16日（金）16：00～18：00
会場：小柴ホール（理学部１号館中央棟２階）
演題：「炭酸塩から資源と地球環境を読み解く」

濵口　宏夫　教授
（化学専攻　物理化学講座）
日時：３月 16 日（金）14：00～16：00
場所：化学講堂（化学本館５階）
演題：「新しい化学の眼を開く」

神谷　律　教授
（生物科学専攻　動物科学講座）
日時：３月 17 日（土）16：00～18：00
場所：理学部２号館講堂
演題：「小さな生き物の動きに惹かれて」

大学院農学生命科学研究科・農学部

宮﨑　毅　教授
（生物・環境工学専攻　環境地水学分野）
日時：３月２日（金）15：00～16：30
会場：農学部７号館A棟114-115教室
演題：「土の不思議に魅せられて」

寳月　岱造　教授
（森林科学専攻　森林生命環境科学講座　森林植物学研
究室）
日時：３月９日（金）15：00～17：00
会場：農学部１号館８番教室
演題：「樹木と菌類の分子生態学のことなど」

樋口　広芳　教授
（生圏システム学専攻　生物多様性科学研究室）
日時：３月14日（水）15：30～17：00
会場：弥生講堂一条ホール
演題：「鳥、人、自然」
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若木　高善　教授
（応用生命工学専攻　酵素学研究室）
日時：３月 16日（金）15：00～16：30
会場：農学部２号館化学１番教室
演題：「超好熱菌酵素の特殊性と普遍性」

大学院総合文化研究科・教養学部

湯浅　博雄　教授
（言語情報科学専攻　フランス文学）
日時：３月６日（火）16：00～18：00
会場 ：駒場Ⅰキャンパスアドミニストレーション棟３階

学際交流ホール
演題 ：「バタイユにおける〈存在の連続性への開き〉と

コミュニカシオン」

黒田　玲子　教授
（広域科学専攻　生命環境科学系　生命情報学大講座）
日時：３月８日（木）15：00～16：30 
会場：駒場Ⅰキャンパス18号館ホール
演題 ：「自然界のキラリティー（左右非対称性）に魅せ

られて」

玉井　哲雄　教授
（広域科学専攻　広域システム科学系）
日時：３月 12 日（月）15：30～17：00
会場：21KOMCEEレクチャーホール
演題：「ソフトウェアの重さ」

小宮山　進　教授
（広域科学専攻　相関基礎科学系　基礎科学科　相関自
然部会）
日時：３月 16 日（金）14：00～15：30
会場：駒場Ⅰキャンパス18号館ホール
演題：「駒場での30年」

氷上　忍　教授
（広域科学専攻　相関基礎科学系　基礎科学科　相関自
然部会）
日時：３月16日（金）16：00～17：30
会場：駒場Ⅰキャンパス18号館ホール
演題：「零と無限大」

林　文代　教授
（言語情報科学専攻　言語態・英米文学）
日時：３月16日（金）16：00～17：30
会場 ：駒場Iキャンパスアドミニストレーション棟３階

学際交流ホール
演題 ：「文学的想像力とアメリカ　̶フォークナーを中

心に」

船曳　建夫　教授
（超域文化科学専攻　文化人類学コース）
日時：３月17日（土）16：00～17：00 
会場：21KOMCEEレクチャーホール
演題：「駒場で教える」
＊３月30日（金）には退職記念セミナーを開催予定

山影　進　教授
（国際社会科学専攻）
日時：３月17日（土）15：00～17：00
会場：駒場Ⅰキャンパス18号館ホール
演題：「国際関係論との邂逅、フロンティアの彷徨」

大学院教育学研究科・教育学部

佐藤　学　教授
（学校教育高度化専攻　教職開発コース）
日時：３月10日（土）15：00～17：00
会場：学士会館202号室（千代田区神田錦町3-28）
演題：「私の教育学研究―これまでとこれから」

大学院薬学系研究科・薬学部

杉山　雄一　教授
（分子薬物動態学教室）
日時：３月16日（金）13：30～15：30
会場：薬学部講堂（総合研究棟２階）
演題：「分子薬物動態学：Fork in the Road」

大学院情報理工学系研究科

土肥　健純　教授
（知能機械情報学専攻）
日時：３月５日（月）15：30～17：30
会場：工学部２号館１階213号大講義室
演題：「医療福祉工学の現状と未来」

医科学研究所

岩倉　洋一郎　教授
（システム疾患モデル研究センター　分子病態研究分野）
日時：３月５日（月）13：40～14：50
会場：医科学研究所１号館１階講堂
演題：「マウスを用いたヒト疾患研究」

笹川　千尋　教授
（感染・免疫部門　細菌感染分野）
日時：３月５日（月）14：55～16：05
会場：医科学研究所１号館１階講堂
演題：「赤痢菌の研究を顧みて：感染生物学の創成と未来」
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森本　幾夫　教授
（先端医療研究センター　免疫病態分野）
日時：３月５日（月）16：10～17：20
会場：医科学研究所１号館１階講堂
演題 ：「ヒトT細胞サブセット研究から

トランスレーショナルリサーチへ」

中村　義一　教授
（基礎医科学部門　遺伝子動態分野）
日時：３月12日（月）13：40～14：50
会場：医科学研究所１号館１階講堂
演題：「Four decades of fun with RNA」

山本　雅　教授
（癌・細胞増殖部門　癌細胞シグナル分野）
日時：３月12日（月）14：55～16：05
会場：医科学研究所１号館１階講堂
演題：「私の細胞シグナル研究」

東洋文化研究所

尾崎　文昭　教授
（東アジア第二研究部門）
日時：３月８日（木）14：00～15：30 
会場：東洋文化研究所３階大会議室
演題 ：「魯迅の小説『故事新編』についての議論を再検

討する」

加納　啓良　教授
（南アジア研究部門）
日時：３月15日（木）14：00～15：30 
会場：東洋文化研究所３階大会議室
演題 ：「水田とプランテーションから見たインドネシア

現代史」

鈴木　董　教授
（西アジア研究部門）
日時：３月15日（木）16：00～17：30
会場：東洋文化研究所３階大会議室
演題 ：「文字世界としての文化世界・アラビア文字世界

としてのイスラム世界・そしてオスマン帝国―比較
史への我が道の一到達点―」

社会科学研究所

田中　信行　教授
（比較現代法部門）
日時：３月13日（火）15：00～17：00
会場：赤門総合研究棟５階　センター会議室
演題：「中国の法治と人治」

生産技術研究所

岡野　達雄　教授
（基礎系部門　真空物理工学分野）
日時：３月19日（月）10：30～12：00
会場： 駒場Ⅱキャンパス　総合研究実験棟

（An棟）２階コンベンションホール
演題：「真空から始まる科学と技術」 

黒田　和男　教授
（基礎系部門　量子光学デバイス分野）
日時：３月19日（月）13：30～15：00
会場： 駒場Ⅱキャンパス　総合研究実験棟

（An棟）２階コンベンションホール
演題：「レーザーと光学の40年」

渡辺　正　教授
（サステイナブル材料国際研究センター　持続性材料化
学分野）
日時：３月19日（月）15：30～17：00
会場： 駒場Ⅱキャンパス　総合研究実験棟

（An棟）２階コンベンションホール
演題：「異論な話」

宇宙線研究所

福來　正孝　教授
（宇宙基礎物理学研究部門）
日時：３月28日（水）15：30～17：00
会場：宇宙線研究所６階大セミナー室（柏キャンパス）
演題 ：「素粒子研究より天體物理学へ－数多の人々との

出会いで受けた刺激」

物性研究所

柿崎　明人　教授
（軌道放射物性研究施設）
日時：３月１日（木）13：20～14：40
会場：物性研究所６階大講義室
演題 ：「真空紫外放射と光電子分光：PES、ARPESそし

てSARPES」

久保田　実　准教授
（極限環境物性研究部門）
日時：３月１日（木）15：00～16：20
会場：物性研究所６階大講義室
演題 ：「超低温の世界から、超流動・量子渦状態の基礎

研究、高温超流動の探査へ」
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八木　健彦　教授
（新物質科学研究部門）
日時：３月１日（木）16：40～18：00
会場：物性研究所６階大講義室
演題：「100万気圧下のＸ線実験：64年の長い軌跡」

大気海洋研究所

西田　睦　教授
（海洋生命システム研究系　海洋生命科学部門　分子海
洋生物学分野）
日時：３月23日（金）14：30～15：30
会場：大気海洋研究所講堂
演題 ：「水圏生物多様性の進化を探る：分子からのアプ

ローチ40年」

徳山　英一　教授
（海洋地球システム研究系　海洋底科学部門　海洋底地
質学分野）
日時：３月23日（金）16：00～17：00
会場：大気海洋研究所講堂
演題：「海底を測る、海底を画く、海底を解く」

先端科学技術研究センター

御厨　貴　教授
（情報文化社会）
日時：３月10日（土）17：00～18：30
会場：駒場ⅡキャンパスAn棟２Fホール
演題：「政治へのまなざし」
＊ゲスト：佐々木幹郎、鷲田清一

生物生産工学研究センター

山根　久和　教授
（環境保全工学部門）
日時：３月２日（金）15：00～16：30
会場：農学部２号館化学１番教室
演題：「植物生理活性物質研究40年を振り返って」

　「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15号館ロビー、図書館ロビー、生協書
籍部、駒場保健センターで無料配布しています。バック
ナンバーもあります。
　第545号の内容は以下のとおりとなっていますので、
ぜひご覧ください。

木村秀雄：ラテンアメリカ料理紀行
足立信彦：駒場祭再訪
菊川芳夫：東京大学オープンキャンパス2011 
　　　　　Winter
石井弓　：教養教育を考える――
　　　　　南京大学の東大一週間体験プログラム
武田宏子：ＰＥＡＫ（Programs in English at Komaba）
　　　　　開設国際シンポジウム
時弘哲治：2011年度ノーベル化学賞～ダニエル・シェ
　　　　　ヒトマン「準結晶の発見」

〈駒場をあとに〉〈送ることば〉
船曳建夫：学恩と友情
関谷雄一：船曳建夫先生を送る～心を豊かにする知
　　　　　性
奥野誠　：駒場の四季とスローライフ
道上達男：奥野誠先生をおくることば
松田良一：奥野さんをおくる
中澤英雄：駒場思い出すまま
田尻三千夫：駒場でカフカ～中澤英雄さんを送る
丹治愛　：これまでの夢、これからの夢
鈴木英夫：Sprezzaturaの人～丹治愛さんをおくる
山影進　：多くの澱と少しの上澄みと
遠藤貢　：山影進先生を送る言葉～駒場国際関係論
　　　　　の、そして駒場の「アーキテクト」
松浦寿輝：感謝あるのみ
鈴木啓二：駒場の松浦寿輝
久保田俊一郎：駒場を去るにあたり
福井尚志：久保田俊一郎先生を送ることば

〈本の棚〉
伊藤徳也：井上健著『文豪の翻訳力――近現代日本
　　　　　の作家翻訳――谷崎潤一郎から村上春樹
　　　　　まで』冷徹な鑑識眼によって作家の翻訳
　　　　　を解剖する

学部報委員会：コーナーストーン／縮刷版10、創刊号
　　　　　　　からの索引本、発行のお知らせ

お知らせ
大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第５４５（２月１日）号の発行
 ――教員による、学生のための学内新聞――
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　都内国公立大学10校の美術系サークルの展覧会「東京
地区国公立大学連合文化会美術展都内国公立大学10校美
術部合同展」（国公立展）が今年は東京農工大学が当番
校となり、下記の日程にて開催されます。
　この美術展は、実施までおよそ１年をかけ、学生が主
体となって企画、準備を行うもので、テーマ（今年は“エ
ネルギー”）に基づく各大学の共同作品等、多種多様な
作品が出展され、学生間の交流を促進するとともに、活
動意欲を刺激する場となっています。
　本学からは毎年、美術サークル（本学届出学生団体）
が参加しています。入場は無料となっておりますので是
非、この機会に学生達の成果をご覧ください。
　
日時：２月29日（水）～３月４日（日）
2/29（水）～3/4（土）10：00～18：00＜入場は17：30
まで＞
3/5（日）10：00～16：00＜入場は15：30まで＞

場所：目黒区美術館区民ギャラリー（JR山手線目黒駅
より徒歩10分・東急バス田道小学校入口より徒歩３分）

お知らせ
本部学生支援課

第58回東京地区国公立大学連合文化会美術展
（国公立展）のご案内

入場料：無料
参加大学：
お茶の水女子大学、首都大学東京、
一橋大学・津田塾大学、電気通信大学、
東京外国語大学、東京海洋大学、
東京学芸大学、東京工業大学、
東京大学、東京農工大学
（50音順）

HP: http://kokkoritsu2012.com/index.html

【本件に関する問合せ先】
本部学生支援課学生生活チーム　山形・土井
TEL：03-5841-2524・2514（内線22524・22514）

　分子細胞生物学研究所と医科学研究所では、以下の予
定で今年度の技術発表会を開催することになりました。
　多くの方のご来場をお待ちしております。

日時　３月１日（木）13：00～15：30
会場　インテリジェント・モデリング・ラボラトリー
３階大会議室
参加費　無料
問い合わせ先 ：tsueda@iam.u-tokyo.ac.jp

プログラム
【技術発表】
「サリドマイドの活性拡張研究」
  分生研　生体有機化学　谷内出 友美

お知らせ
分子細胞生物学研究所・医科学研究所

分子細胞生物学研究所・医科学研究所　合同
技術発表会のお知らせ
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「ショウジョウバエにおける記憶形成機構解明のための
研究支援」
　分生研　神経生物学　前山 有子

 【研修報告】
「東京大学技術職員研修報告
（コンピュータネットワーク）」
　分生研　神経生物学　前山 有子

「BD FACS AriaII トレーニングコース」
　分生研　分子情報　武田 泰子

【技術発表】
「科学者の行動規範～自律的実現とその課題～」医科研
　技術室　池上 徹

「ヒトゲノム解析センタースーパーコンピュータとその
システムを使用した研究」 
　医科研附属ヒトゲノム解析センター　
　DNA情報解析　斉藤 あゆむ

　講習会に参加して、文献の探し方・文献管理方法をマ
スターしましょう！
　情報基盤センター図書館電子化部門では、定期的に、
“情報探索ガイダンス”各種コースを実施しています。
　３月は、「文献管理ツール・クローズアップデー」と
して、東京大学所属者が無料で利用できるウェブ版ツー
ル「RefWorks」講習会のほか、利用者の多いソフトウ
ェア版ツール「EndNote」についても提供元から講師を
招聘し、セミナーを実施します。また文献検索初心者向
けの「CiNii Articles & Web of Science：文献検索入門」
など、予約不要の各種コースも実施します。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。
※学外からの利用方法はどのコースでも説明します。
※文献管理ツールは、文献情報をデータベース等から取
り込み、参考文献リストを自動作成できるものです。

お知らせ
情報基盤センター

文献管理ツール「RefWorks」「EndNote（ソフトウェア版）」
講習会など“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

■文献管理ツール・クローズアップデー 企画①
 3/13（火）14:00～15:00　（実習形式）
【RefWorksを使うには？】　※予約優先
　これからRefWorksを使ってみようという方向けに、
Web版の文献管理ツール「RefWorks」の使い方を説明
します。
　東京大学OPACや、CiNii Articles（日本語論文）、
Web of Science（英語論文）など代表的なデータベース
からのデータの取り込み方と、参考文献リストの自動作
成方法を実習します。同日開催のEndNote（ソフトウェ
ア版）セミナー・入門編と併せて、ぜひご参加ください。
この回のみの参加も可能です。

■文献管理ツール・クローズアップデー 企画②
 3/13（火）15:20～16:00　（講義形式）
【EndNote（ソフトウェア版）セミナー・入門編】
　※予約優先
　EndNoteは、有料のソフトウェア版文献管理ツール
です。東京大学の方が無料で利用できるRefWorksや
EndNoteWebとの違いを詳しく知りたい方向けに、提
供元から講師を招聘して講義形式（実習はありませ
ん）でセミナーを実施します。この機会に、同日開催の
RefWorks講習会と併せて、ぜひご参加ください。この
回のみの参加も可能です。

■文献管理ツール・クローズアップデー 企画③
 3/13（火）16:30～17:10　（持込PCで実習形式）
【EndNote（ソフトウェア版）セミナー・上級編】
　※予約優先
　有料のソフトウェア版文献管理ツール・EndNoteを既
にご利用の方向けに、多くのユーザが悩みがちなデータ
管理や、画像情報・プレゼンテーション資料の管理にも
応用できる活用方法等、一歩進んだ使い方を提供元から
講師を招聘して実習します。
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　※当日は、EndNoteをインストール済み、かつ学内無
線LAN設定済みのパソコンをご持参ください。持参が難
しい方はセミナーを聴講する形でのご参加となります。

■ 3/16（金）15:00～16:00　（実習形式）
【医学系・生命科学系論文の探し方】　※予約不要
　ライフサイエンス分野にも強い、日本語の代表的な医
学系文献データベース「医中誌Web」、世界最大級の医
学・生物文献データベースである「PubMed」を使って
論文の探し方を実習します。

■ 3/21（水）15:00～16:00　（実習形式）
【CiNii Articles & Web of Science：文献検索入門】
　※予約不要
　普段はインターネットや参考書等で情報を集めている
という方、そろそろ文献データベースを使って本格的
に学術論文検索をはじめましょう。その第一歩として、
日本語論文・英語論文の代表的データベース、「CiNii 
Articles」と「Web of Science」の基本的な検索方法を
実習します。　

■ 3/23（金）12:10～12:30　（実習形式）
【自宅から検索するには？】（20分ワンポイント講習）
　※予約不要
　自宅や帰省・出張先など、学外からデータベースや電
子ジャーナルを使う方法だけ知りたい。そんな方にお奨
めなのがこのコース。新年度に入る前に、学外からの利
用法を確認しておきましょう。
　ECCSアカウント認証によるSSL-VPN Gatewayサー
ビスを紹介します。

●会場：本郷キャンパス総合図書館１階講習会コーナー
（ECCS無線LAN設定済みのノートPC持込OK）
定員17名

●参加費：無料

●3/13 予約優先コース申込み先：
学術情報リテラシー係（literacy * lib.u-tokyo.ac.jp）宛に、
以下のメールをお送りください。
（*は@に置き換えて送信してください。）
メールのタイトル：参加希望（コース名）
本文：(1)参加時間・コース名 (2)氏名 (3)身分 (4)所属 (5)
講師への質問 (6)ツールの利用経験
[EndNoteセミナー・上級編の受講希望者のみ](7)PC持込
（EndNoteソフトウェア版インストール済み、学内無線
LAN設定済み）の可否
※3/13以外は予約不要です。直接ご来場ください。

★授業・ゼミ・学生グループなど対象にオーダーメイド
で講習します！
　論文の探し方の出張講習・オーダーメイド講習を随時
受付中です（無料）。授業やゼミの内容に合わせて講習
いたします。会場のことなど、ご相談に応じます。まず
はお気軽にお問い合わせください。どのキャンパスでも、
学生だけのグループでもOKです。
　過去の実施例は以下のURLでご覧いただけます。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）

★Litetopiメールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

　　　　　literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
（*は@に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.htm
l
（ツイッター　http://twitter.com/gacos_todai）
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　保健・健康推進本部では例年４月上旬から中旬にか
けて駒場キャンパスにおいて新入生健康診断を行ってい
ます。３地区（本郷・駒場・柏）の保健センター全体で
健康診断業務に対応することとなりますので、４月２日
（月）、３日（火）、６日（金）を休診とさせていただきます。
また、上記３日間のほかにも４月中旬ごろまで新入生健
康診断に関係する業務のために、やむを得ず休診や診療
時間の短縮など業務時間に変更等が生じる場合がありま
すので予めご了承ください。
　各地区の保健センターへお越しになる際にはご面倒で
も下記ホームページをご覧いただくか、電話等で状況を
確認してからお越しになるようお願いいたします。
　学生、教職員の皆様には大変ご不便をおかけしますが、
何卒ご理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。

【問合せ先】
保健・健康推進本部　
URL：http://www.hc.u-tokyo.ac.jp/
　本郷保健センター：
    電話：03-5841-2575・2574　内線：22575・22574
　駒場保健センター：
　　電話：03-5454-6831　内線：46831
　柏保健センター：
　　電話：04-7136-3040　内線：63040

お知らせ
保健・健康推進本部（３地区保健センター）

新入生健康診断実施に伴う休診のお知らせ
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訃　報

多賀信夫名誉教授

　多賀信夫名誉教授は、平
成23年10月30日にご逝去さ
れました。87歳でした。
　先生は神奈川県鎌倉にお
生まれになり、湘南中学を
経て北海道帝国大学予科
に、そして昭和21年4月に
東京帝国大学農学部水産学
科に入学されました。昭和
24年3月に卒業後、大学院に進まれ、29年3月修了後、
同年6月に農学部の助手に採用されました。昭和37年7
月には設立間もない海洋研究所の助教授に、さらに42
年には教授になられました。以後、昭和59年3月に退
官されるまで、海洋微生物部門の教授として多くの研
究業績を挙げられ、弟子を育てられました。
　先生は我が国の海洋微生物学の創始者として知られ
ています。学生時代に海洋の微生物に興味を持ち、手
探りで東京湾の微生物に関する卒業研究を始めました
が、当時の我が国には、海洋微生物についての学問的
知見はほぼ皆無でした。そこで、この分野の第一人者
であったアメリカのスクリプス海洋研究所のZoBell教
授に手紙を送って関連する文献を依頼したところ、早
速著書と文献が送られてきました。大学3年生の時で
した。これがきっかけでZoBell教授とのやりとりが始
まり、昭和34年にはロックフェラー財団による奨学金
を受けて、スクリプス海洋研究所の同教授の研究室
に滞在することになりました。１年の研鑽の後、帰国
し、本格的に海洋微生物学の研究を開始し、海洋研究
所の助教授、教授としてこの新たな研究分野の基礎を
築かれました。今でこそ海洋微生物は海洋生態系を駆
動する重要な生物群として広く知られていますが、先
生の指導の下に微生物の生物量や生態、さらにその特

性に関する多くの先駆的研究成果が生まれました。こ
れらの多くは海洋研究所に所属していた学術研究船淡
青丸、白鳳丸を使って得られたものです。
　一方、先生は昭和30年代初頭に、沿岸環境の汚濁の
科学的調査や水質基準、排水処理に関する一連の研究
を手掛けられたことでも知られます。とりわけ、パル
プ廃水が水圏の生物群集に与える影響を調べた研究で
は、廃水の河口域での分散過程を現場調査で明らかに
し、さらにその生物毒性を様々なモデル生物を使って
確認されました。それを通じて得た知見は当時の安全
基準の考え方にも反映されています。こうしたアプロ
ーチはその後公害問題が顕在化した後も広く使われて
きた基本的なもので、水圏の環境問題に関わる基礎的
研究としてその先駆性は高く評価されるべきもので
す。
　先生は、昭和59年に海洋研究所をご退官後、台湾に
２年、タイに１年滞在され、現地の若い研究者を指導
されながら、増養殖場環境の微生物学的研究を通じて
国際的な貢献をされました。「東南アジア諸国にとっ
て養殖は極めて重要な産業だが、その方式が必ずしも
適切ではなく、ともすると赤潮の発生や大規模な魚病
の発生などの深刻な環境問題を引き起こし、壊滅的な
打撃を受けることになる。それを主に微生物学的な視
点から解析し、解決していくための基礎的な技術と考
え方を教えたい」というのが先生の願いでした。この
ように、常に現場に身を置きつつ、現地の人々を教育
しながら一緒に環境問題の解決を目指していこう、と
のスタンスを貫きました。先生はその学問的見識の高
さのみならず、そのお人柄、日本人離れした流暢な英
語と美声で多くの現地の若い研究者を魅了し、多くの
弟子が育ちました。彼らは今や若い学生を教える立場
に立って活躍しています。
　ここに先生のお人柄とご功績を偲び、心からご冥福
をお祈り申し上げます。

（大気海洋研究所）
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事 務 連 絡
人事異動（教員）

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

24.1.31 Bellassoued Mourad 辞　職 大学院数理科学研究科教授
（採　　用）

24.1.16 岡本　晃充 大学院工学系研究科教授 理化学研究所基幹研究所准主任研究員
24.1.16 中村　泰信 大学院工学系研究科教授
24.2.1 生駒　大洋 大学院理学系研究科准教授 東京工業大学大学院理工学研究科助教

（昇　　任）
24.1.16 松田　良一 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
24.1.16 沖　一雄 生産技術研究所准教授 生産技術研究所講師
24.2.1 鯉渕　幸生 大学院新領域創成科学研究科准教授 大学院新領域創成科学研究科講師

※ 退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　 東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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Contents

02 役員就任・退任の挨拶
03 東京大学の教育 ～「大学教育の達成度調査」からみ

えてくるもの

08 学生相談ネットワーク本部
 なんでも相談コーナー柏分室開設
08 産学連携本部
 「金属資源循環の課題と安定供給に向けて　―資源ク

ライシスに備えて―」―第22回科学技術交流フォー
ラム開催―

10 本部環境安全課
 本部防災訓練を実施
10 救援・復興支援室
 被災地における学習支援ボランティアの活動報告
11 学生相談ネットワーク本部
 講演会「博士課程・ポスドクのキャリアパスを拓く」

を開催

12 大学院教育学研究科・教育学部
 バリアフリー教育開発研究センター主催
 公開研究会「障害・クィア・シティズンシップ」開催
13 先端科学技術研究センター
 「魔法のふでばこプロジェクト」成果報告会開催・　
 タブレットPCで障害児の学習を支援
13 大学院教育学研究科・教育学部
 留学生懇談会の開催

15 ひょうたん島通信　第２回
16 決算のDOOR　～数字が語る東京大学　第17回
16 インタープリターズバイブル　vol.55
17 Crossroad　産学連携本部だより　vol.75
18 Policy + alt　vol.29
19 ASIAN DIVERSITY 　No.16
19 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第72回
20 コミュニケーションセンターだより　No.85
20 救援・復興支援室より　No.9

23 退職教員の最終講義
27 大学院総合文化研究科・教養学部
 「教養学部報」第５４５（２月１日）号の発行
 ―教員による、学生のための学内新聞―
28 本部学生支援課
 第58回東京地区国公立大学連合文化会美術展（国公

立展）のご案内
28 分子細胞生物学研究所・医科学研究所
 分子細胞生物学研究所・医科学研究所　合同技術発表

会のお知らせ

29 情報基盤センター
 文献管理ツール「RefWorks」「EndNote（ソフトウェ

ア版）」講習会など“情報探索ガイダンス”各種コー
ス実施のお知らせ

31 保健・健康推進本部（３地区保健センター）
 新入生健康診断実施に伴う休診のお知らせ

32 多賀信夫名誉教授

33 人事異動（教員）

36 JPドメインで寝ないで欲しい
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編 記後集

◆表紙写真◆
伊藤国際学術研究センター

編集後記を利用してお詫びと修正をさせてください。先月号のオープ
ンキャンパス特集の中で、4ページ目の地震研スタッフのパーカーの
モチーフを「ウナギ」としましたが、正しくは、もちろん「ナマズ」です！！
「ウナギ」であるはずがありません。。関係者のみなさま、本当に申
し訳ありませんでした。
さて今回の表紙は、オープン間近の伊藤国際学術研究センターです。
赤門横という好立地なので、既に目にされている方も多いと思います。
夕方に撮影しましたが、暗くなりはじめた青い空を背景にライトのつ
いた建物がとても格好よかったです。ホールやレストランもとても素
敵とのことなので、早く利用してみたいです。（ふ）
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東京大学広報室
〒113-8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp/

JPドメインで寝ないで欲しい
　正月にJPRS（日本レジストリサービス）のCMを見た。たぶん新卒採用
も視野に入れた企業イメージアップCMだと思うが、その内容がとても酷
い。真面目そうな青年が愚直にJPドメインの説明をし始めると、周りの
人々がたちどころに眠り始め、挙句の果てには、3年間不眠症に悩んでい
た紳士も眠りに着く、という落ちである。授業で学生に寝られる身には沁
みるCMだが、これほどまでに一般の人々にとって、ネットワークや情報
システムの仕組みは訳がわからないものなのだろうか。

　いわゆるICT（Information Communication Technology）分野における日本の旗色は余りよくないが、
特にICT利活用に関して日本のランキングは低く、平成23年度版の情報通信白書においても、第１位は韓
国、日本は第18位に留まっている。また、最近のニュースに、韓国の憲法裁判所がネットワーク上の選挙
運動禁止は違憲であるとの決定を下したことが報じられている。
　日本のICT利活用が他国に比べて進まない理由は極めて複合的であり、とても800字では議論できない
が、見逃せないのが、日本人全体の情報リテラシーの低さである。この理由も複合的であるが、情報分野
に携わるものとしては、謙虚に自分たちの努力の足りなさを自覚すべきだと思っている。これまで、自分
たちの技術・学術の発展や自分たちの後継者の教育には努力を惜しまなかったが、社会全体の情報リテラ
シーの向上にどれほどの関心を払ってきただろうか。初等中等教育、高等教育、生涯教育と、日本人の情
報リテラシーの向上に資する場面はいくらでもある。特に、大学進学率の高さを考えると、情報を専門と
しない大学生に対する情報教育を充実させることが極めて重要である。情報教育は語学教育にも似ていて、
前期課程に限られるべきではない。情報分野に携わるものとしては、後期課程も含めた全学的な情報教育
を充実させるために何ができるのか、考えるべき時が来ていると思う。

萩谷　昌己（大学院情報理工学系研究科）

　（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。　

［訂正］
学内広報において、一部誤りがありましたので
訂正いたします。

No.1421（2012.1.25）
33ページ：左下
伊藤国際学術研究センター内レストランの開業
時期
（誤）　2月17日（金）
（正）　3月上旬（予定）

淡
青
評
論

七徳堂鬼瓦
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